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3。 また、礼儀作法を軽視 し、礼儀 をわきまえぬ人種が増えた。「日本人は礼儀正 しい」というのが、明治維新後われわれの先輩
が欧米人に与えた印象であった。ところが、今日では、平然と食堂車内で着帽 している男性や、廊下で唾を吐 く学生をよく見推ト
ける。これには、履物を履 く場所のすべてを室内と考えない、という日本の「土足文化」に起因するところもあるだろう。礼儀
作法は、中世の騎士道や小笠原流を考えてもわかるとおり、騎士・紳士・武士のものとして発達 してきたのであって、女だけの
ものではない。民主主義社会においては、君臣関係を基本とするような主従関係は無 くなるけれども、人間の活動が組織的に行
われる所には必ず上下関係がある。そして、この上下関係を円滑にするのがネL儀作法である。今からでも遅 くないので、これを
喧しく注意 していこうと思う。
4.結びに、固い政治的な話になるが、私は今でも、日本は経済大国といわれているが独立国でない、と考えている。自衛隊の
生みの親はアメリカであり、いざという時の命令系統はアメリカが握るだろう。だから、北方領土は返還されるはずがない。ソ
連の立場から見直してみれば問題の意義がわかる。沖縄が返還されたといっても、沖縄が復帰 した日本列島そのものがアメリカ
の軍事基地になっている。国際政治の問題について、われわれはもっと大人にならなければいけない。明治の人間は、大正・昭
和の人間よりも、国の独立については感覚が鋭敏であるようだ。
